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Ⅰ. 2024年３月期第2四半期

決算実績
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2024年3月期 第2四半期 決算概要（P/L）

実績 構成比(%) 実績 構成比(%) 増減額 増減率(%)

売上高 43,263 100.0% 44,978 100.0% +1,714 +4.0%

　自動車機器 16,376 37.9% 15,672 34.8% ▲703 ▲4.3%

　エネルギーソリューション 10,308 23.8% 10,752 23.9% +444 +4.3%

　電子機器 16,578 38.3% 17,939 39.9% +1,360 +8.2%

　その他事業 - - 613 1.4% +613 -

営業利益 ▲1,583 ▲3.7% ▲362 ▲0.8% +1,220 -

　自動車機器 ▲1,689 ▲3.9% ▲682 ▲1.5% +1,007 -

　エネルギーソリューション 902 2.1% 1,039 2.3% +136 +15.2%

　電子機器 390 0.9% 398 0.9% +8 +2.2%

　その他事業 - - ▲50 ▲0.1% ▲50 -

　共通 ▲1,186 ▲2.7% ▲1,068 ▲2.4% +118 -

経常利益 ▲220 ▲0.5% 494 1.1% +715 -

親会社株主に帰属する当期純利益 ▲580 ▲1.3% ▲188 ▲0.4% +391 -

ＲＯＥ ▲5.5% ▲1.7% +3.8pt

営業利益率 ▲3.7% ▲0.8% +2.9pt

（百万円）
2023年3月期　第2四半期 2024年3月期　第2四半期

◼ 自動車機器事業: 一部販売終息により減収するも、単価向上及び原価低減活動の取り組みにより増益
◼ エネルギーソリューション事業:    部材調達難による生産停滞が解消したことを受け増収増益
◼ 電子機器事業： グローバルでの販売増により大きく増収するも、材料費率悪化を受け利益は横ばい
◼ その他のトピック： 円安の影響を受け為替差益10.6億円を計上（前期は15.8億円）

市場回収措置（リコール)に関する製品補償引当金繰入額1.8億円を追加計上

増益に伴う税前利益増により法人税等4.6億円を計上（前期は3.6億円）
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営業利益増減要因分析

営業利益増減要因 （単位：百万円）

0

◼ 売上高は点火コイルの単価向上及び住宅向け蓄電システムの販売回復、欧州でのヒートポンプ関連部品の販売増等が寄与

◼ 調達コスト高やセールスミックス等による材料費率悪化を受けるも、営業利益は12.2億円の改善
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セグメント別四半期業績推移
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◼ 自動車機器事業: 単価向上及び原価低減活動の取り組み等により、原価率は改善傾向

◼ エネルギーソリューション事業: 前々期から続いた半導体不足による生産停滞は解消され、更なるお客様信頼回復に向け活動中

◼ 電子機器事業: お客様在庫調整等により前４Qをピークに販売低迷及び材料費率悪化により利益率悪化
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2024年3月期 第2四半期 決算概要 （B/S）

◼ 棚卸資産は8.0億円増加のうち、円安影響を受け9.8億円増加、実質1.8億円減少

◼ 自動車機器事業の米国主要お客様向け増産対応及びタイ王国での生産拠点集約に対する投資により固定資産が増加

◼ 設備投資資金、運転資金確保を目的とした新規借入で有利子負債が増加

**有利子負債=短期借入金+1年以内償還社債+1年以内返済長期借入金+社債+長期借入金＋リース債務

*棚卸資産＝商品及び製品+仕掛品+原材料及び貯蔵品

前期 当期

2023年3月期　第4四半期 2024年3月期　第2四半期

実績 実績 増減額

流動資産 52,074 52,729 +655

現預金 9,640 9,543 ▲97

受取手形・売掛金 14,823 14,036 ▲787

棚卸資産* 22,429 23,229 +800

固定資産 26,652 28,756 +2,104

　有形固定資産 18,516 20,101 +1,585

総資産 78,727 81,486 +2,759

　支払手形・買掛金 9,928 9,529 ▲399

　電子記録債務 6,994 5,297 ▲1,697

　有利子負債** 40,617 42,825 +2,208

負債 67,823 69,627 +1,804

　　自己資本 10,779 11,726 +947

自己資本比率 13.7% 14.4% +0.7pt

純資産 10,903 11,858 +955

（百万円）
前期末比
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連結CFの状況

2023年4月1日

◼ フリー・キャッシュフローは、2023年3月期2Qの▲ 44.8億円から▲ 19.9億円に増加（+24.8億円）

（単位：百万円）

2023年9月30日

現金及び
現金同等物の

期末残高
9,449

現金及び
現金同等物の

期首残高
9,589

+65
営業CF

▲ 2,063
投資CF

+1,494
財務CF

+362
現金及び

現金同等物
に係る換算差額

税引前当期純利益 ＋284

減価償却費 ＋1,313

売上債権減少 +1,408

棚卸資産減少 +224

仕入債務減少 ▲2,487

FCF ▲1,998百万円
2023年3月期2Q ▲4,483百万円

⇒+2,485百万円増加

固定資産の取得による支出 ▲2,115

長短借入金の増減 +1,341

セールアンドリースバックによる収入 +349

配当金支払 ▲113



© 2023 DIAMOND ELECTRIC HOLDINGS Co., Ltd.

8

地域別決算概要
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23%

【2024年3月期 第2四半期】【2023年3月期 第2四半期】

2021年3月期

第2四半期

2022年3月期

第2四半期

2023年3月期

第2四半期

実績 実績 実績 実績 増減額 増減率

日本 16,625 20,334 19,431 19,888 +457 +2.4%

米国 4,183 4,320 6,252 6,660 +408 +6.5%

欧州 2,952 2,685 2,835 4,669 +1,834 +64.7%

中国 1,868 3,490 4,657 3,584 ▲1,073 ▲23.0%

アジアその他 4,630 7,895 10,087 10,174 +87 +0.9%

2024年3月期

第2四半期（百万円）

◼ 日本はエネルギーソリューション事業の住宅向け蓄電システム生産回復により増収

◼ 米国は自動車機器事業の主要お客様の新機種立上げ等点火コイル販売増

◼ 欧州はヒートポンプ需要の高まりを受け電子機器事業の関連部品販売増
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Ⅱ. 2024年３月期

通期業績予想
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2024年3月期 第2四半期実績（期初予想vs第2四半期実績）

◼ 自動車機器の一部お客様需要減、エネルギーソリューションのお客様信頼回復に向け足場を固めつつあるも販売計画の未達、

電子機器の販売が予想を下回ったこと及び材料費率悪化の影響等を受け、営業利益は期初予想を下回った。

第2四半期期初予想 構成比(%) 第2四半期実績 構成比(%)
期初予想比

増減額

期初予想比

増減率(%)

 売上高 47,900 100.0% 44,978 100.0% ▲2,921 ▲6.1%

　　自動車機器 15,600 32.6% 15,672 34.8% +72 +0.5%

　　エネルギーソリューション 12,000 25.1% 10,752 23.9% ▲1,247 ▲10.4%

　　電子機器 19,600 40.9% 17,939 39.9% ▲1,660 ▲8.5%

　　その他事業 700 1.5% 613 1.4% ▲86 ▲12.4%

 営業利益 100 0.2% ▲362 ▲0.8% ▲462 -

　　自動車機器 ▲900 ▲1.9% ▲682 ▲1.5% +217 -

　　エネルギーソリューション 1,100 2.3% 1,039 2.3% ▲60 ▲5.5%

　　電子機器 1,000 2.1% 398 0.9% ▲601 ▲60.1%

　　その他事業 0 0.0% ▲50 ▲0.1% ▲50 -

　　共通 ▲1,100 ▲2.3% ▲1,068 ▲2.4% +31 -

 経常利益 ▲120 ▲0.3% 494 1.1% +614 -

 当期純利益 ▲220 ▲0.5% ▲188 ▲0.4% +31 -

　　ROE ▲ 2.2% ▲1.7% +0.4pt

　　営業利益率 0.2% ▲0.8% ▲1.0pt

 設備投資 3,450 2,465 ▲984 ▲28.5%

 研究開発費 1,800 1,374 ▲425 ▲23.7%

 減価償却費 1,530 1,313 ▲216 ▲14.1%

2024年3月期 期初予想

(百万円)

2024年3月期 実績
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2024年3月期 通期業績予想（期初予想vs修正予想）

◼ 電子機器の主要なお客様の需要減、エネルギーソリューションの販売回復の遅れにより売上高の減少が予想されることに加え、

材料費率悪化等に営業利益が期初予想を大きく下回る見込みとなるため予想を修正。

通期期初予想 構成比(%)
通期予想

(11月14日時点)
構成比(%)

期初予想比

増減額

期初予想比

増減率(%)

 売上高 98,000 100.0% 93,000 100.0% ▲5,000 ▲5.1%

　　自動車機器 32,000 32.7% 33,300 35.8% +1,300 +4.1%

　　エネルギーソリューション 25,000 25.5% 23,500 25.3% ▲1,500 ▲6.0%

　　電子機器 39,200 40.0% 34,300 36.9% ▲4,900 ▲12.5%

　　その他事業 1,800 1.8% 1,900 2.0% +100 +5.6%

 営業利益 850 0.9% 0 0.0% ▲850 ▲100.0%

　　自動車機器 ▲1,500 ▲1.5% ▲1,100 ▲1.2% +400 -

　　エネルギーソリューション 2,700 2.8% 2,450 2.6% ▲250 ▲9.3%

　　電子機器 1,700 1.7% 650 0.7% ▲1,050 ▲61.8%

　　その他事業 150 0.2% 100 0.1% ▲50 ▲33.3%

　　共通 ▲2,200 ▲2.2% ▲2,100 ▲2.3% +100 -

 経常利益 450 0.5% 600 0.6% +150 +33.3%

 当期純利益 210 0.2% ▲160 ▲0.2% ▲370 -

　　ROE 2.0% ▲1.6% ▲3.6pt

　　営業利益率 0.9% 0.0% ▲0.9pt

 設備投資 4,700 3,715 ▲984 ▲21.0%

 研究開発費 3,600 3,174 ▲425 ▲11.8%

 減価償却費 3,200 2,983 ▲216 ▲6.8%

2024年3月期 期初予想

(百万円)

2024年3月期 修正予想
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配当に関して（11月14日適時開示）

12



13
© 2023 DIAMOND ELECTRIC HOLDINGS Co., Ltd.

Ⅲ. 社長メッセージ

中長期経営計画 【炎のスクラム】
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中長期経営計画 【炎のスクラム】
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 策定主旨及び宣言
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 新ビジョン
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 社長方針
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 目標 *2023/12 アップデート版

2023年3月期実績 2024年3月期予想 2028年3月期目標

売上高 911 億円 930 億円
ターゲット 2,000 億円

コミットメント 1,500 億円

営業利益率 ▲ 1.3 ％ 0 ％ 6 ％以上

R O E ▲ 10 ％ ▲ 1.6 ％ 20 ％以上
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 セグメント別目標 *2023/12 アップデート版

エネルギーソリューション事業

自動車機器事業

電子機器事業

自 動 車 機 器 エネルギーソリューション 電 子 機 器

エアコントップメーカー

シェア拡大

リアクター・トランスの拡販

点火コイルシェア世界No.1

収 益 構 造 改 革

住宅用蓄電システム

シェア拡大

産業用パワコンの復活車載電装品・電子部品の

お客様採用戦略遂行

お客様との信頼関係に基づき、共同販売戦線を構築し、社会インフラの確立を目指した製品開発を促進

お客様のグローバル展開への追従及び寄与により、国内エアコン用リアクター市場シェア１位/主要お客様内占有率トップ３を獲得

お客様要求と地球環境の要請に寄り添う技術開発を背景とした市場占有率向上と収益構造改革
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 自動車機器事業
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 エネルギーソリューション事業
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 電子機器事業
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 あとがきに替えて
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中長期経営計画 【炎のスクラム】 あとがきに替えて



© 2023 DIAMOND ELECTRIC HOLDINGS Co., Ltd.

25

中長期経営計画 【炎のスクラム】 あとがきに替えて
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Appendix. 会社概要・事業内容
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取締役会直下に「サステナビリティー委員会」を新設（2023年10月）

ダイヤモンドエレクトリックホールディングスのESG経営

27

日本の独立資本系自動車機器Tier1メーカー、

エネルギー機器メーカーとして先駆けて加盟

2022年(実績)

※年度の当社パワーコンディショナ出荷総容量から試算

※世帯数は年間排出量1世帯2.8t-CO2として試算

◼ エネルギーの利活用に長じた企業として、脱炭素を目指す社会に貢献する技術開発に取り組み、CO2削減効果の高い製品の

普及を促進すると共に、自社の再生エネルギー導入を推進し、地球環境への配慮と企業価値向上の両立を目指す

◼ パワーコンディショナ製品の普及促進、つまり

当社事業の成長=社会のCO2削減に貢献

当社製品によるCO2削減波及効果 カーボンニュートラルの取組（RE100加入） 製造に係るCO2排出量（Scope1＆２）

2023年３月31日現在

◼ 国内の自社施設は再生可能エネルギー

100%の電力契約に切り替えを推進中

◼ 海外の拠点についても検討中

CO2

削減効果

2025年(目標)

48万t-CO2

170,000

世帯分

18万t-CO2

（65,000世帯分） ( )

◼ 背景：社会の公器として事業を通じた「社会課題の解決」と「付加価値追求による

企業成長」の両立を実現するサステナビリティ経営を推し進めることは、社会要請への

対応や国連が定める持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 

Goals）に直接的、間接的に貢献し、持続可能な社会の実現を目指すことにつなが

る

◼ 目的：当社グループの経営戦略の一環 としてサステナビリティの重要課題について議

論 し決定するだけでなく、サステナビリティへの取り組み状況の確認や審議を行い、そ

の内容 は取締役会で報告されます。また、本委員会の下部組織として、重要課題に

係る分科会を適宜、設置して、サステナビリティ活動を積極的に推進してまいります

◼ グループ事業拡大においても省エネルギーの

追及にてCO2排出量の削減に取り組む

※2022年度よりダイヤクラフト(株)を含む
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会社概要

◼ 「ものづくりを通じてお客様の発展に寄与し、信頼を積み重ね、社会の豊かさに貢献する」という経営理念のもと、エネルギーの利活用
に長じた持続可能な社会の実現に貢献する「ものづくり企業」

会社名
ダイヤモンドエレクトリックホールディングス株式会社
（DIAMOND ELECTRIC HOLDINGS Co., Ltd.）

本社 大阪府大阪市淀川区塚本1丁目15番27号

設立 2018年10月1日

事業内容
自動車機器事業、電子制御機器事業及び附帯関連する一切の事業を行う子会社等の経営管理
及びそれに附帯又は関連する業務

代表者 代表取締役社長 小野 有理

売上高 91,106百万円（2023年3月）

経常利益 ▲ 817百万円（2023年3月）

親会社に帰属する当期純利益 ▲ 1,075百万円（2023年3月）

資本金 1,236百万円（2023年3月末日現在）

傍楽仲間達（連結） 4,091名（2023年3月末日現在）
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当社事業について

自動車機器事業

点火コイル
オンボード

チャージャー

電子機器事業

トランス・リアクターインバータユニット・コントローラ

エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業

【お客様】

クボタ 様 SUBARU 様 スズキ 様

ダイハツ工業 様 トヨタ自動車 様

豊田自動織機 様 本田技研工業 様

マツダ 様 三菱自動車 様

現代自動車 様 比亜迪汽車工業有限公司(BYD) 様

Ford Motor Company 様

General Motors Company 様

Renault S.A. 様 Stellantis N.V. 様

【お客様】

キヤノン 様 コロナ 様 スミトロニクス 様

ダイキン工業 様 東芝キヤリア 様 マックス 様

三菱電機 様

【お客様】

一条工務店 様 シャープ 様 長州産業 様

長府工産 様 ハンファジャパン 様 ユアサ商事 様

V2H(Vehicle to Home）対応システム

事業体制図

パワー

コンディショナ

※お客様名：五十音順

蓄電システム

◼ 経営理念、社長三大方針、経営計画書を拠り所とするあり方追求

◼ 機能軸と事業軸の連携による挙社一致事業目的遂行

◼ 国籍、性別、年齢、身上不問の世界通年採用

◼ 退職者を招き入れるウエルカムバック積極実施(2016年夏から)

◼ 入社時、退職時の社長面談によるエンゲージメント向上
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沿革

ダイヤモンド電機㈱

田淵電機㈱

ダイヤモンドエレクトリックHD㈱

◼ダイヤモンド電機㈱が

単独株式移転により

ダイヤモンドエレクトリック

HD㈱を設立、東証

二部に上場

2018

2019
◼田淵電機㈱が

ダイヤモンド電機㈱の

連結子会社となり、

10月に全株式をダイヤモンド

エレクトリックHD㈱が取得
◼東証一部指定

1925

1937 1940

◼大阪市西淀川区にて、自動車用点火コイルメーカーとして創業

1967

◼特殊変圧器㈱を設立

◼ダイヤモンド電機㈱

設立

1984

◼株式会社内田製作所と合弁

ダイヤモンド電子㈱設立

1987

1989

◼Diamond Electric Mfg. Corporationを

米国ミシガン州に設立
◼ダイヤモンド電機㈱吸収合併

◼大証二部上場
◼以降、世界各国へ続けて進出

1996

1940 

◼田淵電機㈱に商号変更

◼珪素鋼板の販売および

ラジオ用鉄芯の製作会社として

美登里商会を創業

◼ゼブラ電子㈱設立

1967 1985 

◼大証二部上場

2015

◼東証一部上場

2016

◼６月の株主総会で

小野有理が

代表取締役就任

◼ダイヤゼブラ電機㈱発足

◼ダイヤクラフト㈱をグループ会社化

2021

2022 2023

◼Diamond and Zebra Electric 

Mexico S.A.をメキシコに設立
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事業ネットワーク

◼ 国内5社（11拠点）

◼ 海外16社（17拠点）

◼ 関連会社３社（海外）

本社

支社・営業所

国内工場

海外拠点

海外関連会社

本社
ダイヤモンドエレクトリックHD

ダイヤゼブラ電機

ダイヤゼブラ電機

東京支社ダイヤゼブラ電機

DZ-Lab.

ダイヤモンド電子

ゼブラ電子

ダイヤゼブラ電機

豊田営業所

ダイヤゼブラ電機

浜松営業所

米国ダイヤモンド電機

ウエストバージニア本社

米国ダイヤモンド電機

ミシガン営業所

タイダイヤゼブラ電機

中国ダイヤゼブラ電機（上海）

中国ダイヤモンド電機（蘇州）

中国ダイヤモンド電機国際貿易（蘇州）

ハンガリーダイヤモンド電機

インドダイヤモンド電機

ベトナムダイヤゼブラ電機

インドネシアダイヤモンド電機

韓国ダイヤモンド電機

ルクセンブルクダイヤモンド電機

ベトナムダイヤモンド電機

韓国トランス株式会社

煙台東山電機有限公司

江西碧彩田淵変圧有限公司

タイダイヤモンド電機

ダイヤモンド電機

第一・第二工場

第三工場

ダイヤクラフト秋田工場

ダイヤクラフト本社工場

タイダイヤクラフト

インドダイヤクラフト

メキシコダイヤゼブラ電機
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＜ お問い合わせ＞

＜当資料及び見通しに関する注意事項＞

留意事項

本資料は、当社の財務情報等の提供を目的としておりますが、

内容についてはいかなる保証を行うものではありません。

本資料に掲載しています情報の一部には、業績予想等の将来に関する記述が含まれております。

これらの記述は、将来の計画数値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。

実際の業績等の様々な要因により大きく異なる可能性があることをご留意願います。

下記E-mail宛にお問合せ内容をご記入の上、弊社に送信ください。

担当より、メールまたはお電話で回答させていただきます。

E-mail: hd-ir@dia-zbr.co.jp
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